
⑶　一般会計<歳入>

　①　歳入の内訳

　②　市税の内訳

個人市民税

1,018億8,222万3千円

42.2%

固定資産税

859億496万2千円

35.6%

都市計画税

177億3,490万1千円

7.4%

市たばこ税

73億3,176万7千円

3.0%

事業所税その他

94億2,498万4千円

3.9%

2,412億928万円

市 税

市税

2,412億928万円

36.6%

国庫支出金

1,418億3,048万6千円

21.5%

市債

690億8,420万円

10.5%

地方交付税

560億円

8.5%

諸収入

388億3,263万円

5.9%

県支出金

330億5,666万6千円

5.0%

地方消費税交付金

289億1,383万7千円

4.4%

使用料・手数料

119億7,569万1千円 1.8%

繰入金

97億4,050万8千円

1.5%

分担金・負担金その他

283億1,961万5千円

4.3%

6,589億

6,291万3千円

歳 入

市民税

1,208億

1,266万6千円

50.1％

法人

市民税

189億

3,044万

3千円

7.9％

- 5 -



⑷　一般会計<歳出>

　①　歳出〔目的別〕の内訳

　②　歳出〔性質別〕の内訳

66.7%

13.6%

19.7%

扶助費

1,456億6,729万1千円

22.1%

人件費

1,434億9,191万4千円

21.8%
物件費 維持補修費

819億9,931万6千円

12.4%

補助費等

686億7,750万8千円

10.4%

普通建設事業費

875億5,004万6千円

13.3%

災害復旧事業費

18億5,153万1千円

0.3%

公債費

396億7,465万9千円

6.0%

貸付金

270億4,213万円

4.1%

繰出金その他

630億851万8千円

9.6%

民生費

2,164億2,097万3千円

32.8%

土木費

1,041億1,367万8千円

15.8%

教育費

1,013億7,896万9千円

15.4%

衛生費

740億1,671万1千円

11.2%

総務費

535億3,571万9千円

8.1%

公債費

399億2,732万2千円

6.1%

商工費 158億6,410万7千円

2.4%

議会費 16億5,109万4千円

0.2%

諸支出金その他

520億5,434万円

8.0%

歳出(目的別）

6,589億

6,291万3千円

歳出(性質別）

6,589億
6,291万3千円

消

費

的

費

経

その他

※扶助費

※補助費等

報償費（報償金及び賞賜金）、役務費のうちの各種保険料、負担金・補

助及び交付金（人件費及び事業費に計上されている以外のもの）、補償・

補塡及び賠償金（事業費に計上されている以外のもの）、償還金・利子及

び割引料（公債費に計上されている以外のもの）、寄附金、公課費

最低限の生活維

持を図る目的で支

出される経費で、

生活保護法、児童

福祉法、老人福祉

法、被爆者援護法

等各種法令に基づ

き被扶助者に対し

て支給する費用及

び地方公共団体が

単独で行っている

各種扶助に要する

経費

※普通建設事業費

道路・橋りょう、学校、

庁舎等公共用又は公用施設

の新増設等の建設事業に要

する投資的経費

※公債費

投資的

経費

地方債の元利償

還金、一時借入金

の利子の合算額

（ただし、公債諸

費［発行手数料、

消耗品等に要する

経費］を除いた経

費）
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２　市民一人当たりの金額
　　　　《人口：118万6,408人（外国人を含む。）令和4年3月31日現在》

　一般会計（歳出）《55万5,400円》の内訳

☆民生費 18万 2,400円

（福祉の充実）

☆土木費 8万 7,700円

☆教育費 8万 5,400円

（学校教育の充実）

☆衛生費 6万 2,400円

（保健の充実・ごみ処理など）

☆総務費 4万 5,100円

（コミュニティの振興など）

☆公債費 3万 3,700円

☆商工・農林水産業費 1万 7,100円

（各種産業の振興）

☆議会費 1,400円

（議会の運営）

☆その他 4万   200円

（借入金の返済）

（道路・公園整備など）
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(歳出)

税負担額 市債残高

（令和4年度末の見込み）

万円
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３ 主要事業の概要 
 
⑴ 「世界に輝く平和のまち」の実現に向けた取組 

  
◎  令和４年度に開催が予定されているＮＰＴ再検討会議に出席するほか、第１０回平和首長会議総会を開催し、

今後の取組について議論するとともに、会議設立４０周年を記念する行事を行います。 

   また、平和文化月間と定めた１１月に、平和文化をテーマとしたコンサートや講演などを実施するとともに、

市民生活に平和文化が根付くよう、新たに、「平和文化の振興」に関する冊子の作成やワークショップなどの

開催に取り組みます。 

◎  若者による平和の誓いの集いを引き続き開催するほか、幅広い被爆体験を伝承するため、家族である被爆者

から被爆体験を受け継ぎ、伝承する「家族伝承者」を新たに養成するとともに、国外に向けて被爆の実相を伝

えるため、平和記念資料館のホームページの多言語化を進めます。 

 
 
⑵ 「国際的に開かれた活力あるまち」の実現に向けた取組 

  
◎  「楕円形の都心づくりの推進」については、広島駅周辺地区の更なる活力とにぎわいを創出するため、広島

駅南口地下広場の改修に向けた基本計画を策定します。また、旧広島市民球場跡地イベント広場の令和４年度

末の供用開始に向け整備に着手し、さらに、サッカースタジアムについて令和６年の開業を目指し、建設工事

を進めます。 

◎  「拠点地区等におけるまちづくりの推進」については、安佐市民病院跡地の活用に向け、南館を解体すると

ともに、整備予定施設の基本計画を策定します。 

◎  「公共交通の充実強化」については、広島駅南口広場の再整備等を進めるほか、新交通西風新都線の整備に

係る地質調査や駅舎等の基本設計を行うとともに、西広島駅周辺地区交通結節点整備では、南口駅前広場の再

整備に取り組み、令和４年度末の完成を目指します。 

◎  「体系的な道路網の整備」については、広島高速５号線の工事等の進捗にあわせて、事業を行う広島高速道

路公社に対し出資及び貸付けを行うとともに、関連道路の整備を進めます。また、広島広域都市圏における交

流・連携を一層強化していくため、広島高速４号線の山陽自動車道への延伸に向け、環境影響評価などに着手

します。 

◎  「産業の集積・強化」については、企業等の立地誘導を推進するため、引き続き立地企業への助成を行うと

ともに、圏域市町と連携した企業誘致活動に取り組みます。 

◎  「地域資源を生かしたまちづくりの推進」については、比治山公園「平和の丘」に係る取組や、似島臨海少

年自然の家の整備を進めるとともに、戸山地域・湯来地域活性化プランを推進するため、コーディネーターの

派遣などを行います。 

◎  「定住者受入れのための環境整備等」については、中山間地域の空き家に関する相談対応や活用希望者との

マッチング等を行うプラットフォームを設置するとともにリフォーム等に対する支援を行うことにより、相談

から活用までを一体的に支援する事業を実施します。 

◎  広島大学が広島の地で躍動するための環境の構築を目指して行う法学部等の東千田キャンパスへの移転や

リカレント教育の拠点づくり等を支援するため、同大学が設置している「広島大学が躍動し広島の地を活性化

させる基金」に出捐します。 

 
 
⑶ 「文化が息づき豊かな人間性を育むまち」の実現に向けた取組 

  
◎  「高齢者が活躍できる環境づくり」については、地域における多様な課題に応じた取組を行う「協同労働」

をより一層推進するため、地区社会福祉協議会等を対象とした勉強会を新たに開催するとともに、支援対象団

体に係る年齢要件を撤廃します。 

◎  「文化の振興」については、市民や国内外の観光客が本市における文化芸術に触れる機会の拡充を図るため、

音楽とメディア芸術を柱とした「第１回ひろしま国際平和文化祭」を開催します。また、広島城の魅力向上を

図るため、広島城三の丸歴史館の整備に向けた基本・実施設計に着手するとともに、三の丸にぎわい施設の整

備等を行う民間事業者の選定などを行います。 

◎  持続可能な地域社会の実現を図ることを目的とした「広島市地域コミュニティ活性化ビジョン」に基づく取

組として、地域団体とＮＰＯなどが連携する新たな協力体制の設立に向けた議論等を円滑に進めるためのコー
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ディネーター等の派遣や、地域貢献活動に積極的な企業等の認定などを行います。 

◎  「健康づくりの推進と医療提供体制等の充実」については、小児がんの治療のための造血細胞移植等により、

各種予防接種による抗体を消失した者が再接種する場合の費用を新たに助成します。 

◎  「社会的支援の必要性が高い子どもへの支援」については、児童相談所及びこども療育センターの建替えを

引き続き進めます。 

◎  「個に応じたきめ細かな質の高い教育の推進」については、地域社会を支える人材を育成するため、小・中

学校等において、伝統文化などのテーマに沿って地域人材等を活用した授業を新たに実施します。また、中学

校における選択制のデリバリー給食の解消に向け、老朽化している可部地区学校給食センターの建替えなどを

行います。 

◎  「ゼロエミッションシティ広島の推進」については、安定的なごみ処理体制を確保するため、老朽化した南

工場の建替え及び運営に係る事業者の選定などを行います。 

 
 
⑷ 効果的・効率的な行政の推進 

◎  ＤＸの推進として、マイナンバーカード所有者が、マイナポータルから子育てや介護等に関する手続を行え

るよう、必要なシステムの改修を行うとともに、人流データを活用した地域の活性化の実証など地域のデジタ

ル化を進めます。 

 

 

 

広島駅南口広場全景イメージ 

 

 

 

平和文化月間におけるイベントの様子（昨年） 


